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日本国内で初めて確認されたウシマンボウの座礁記録

澤井悦郎 1・山田和彦 2

An individual of Mola alexandrini (256 cm total length) was 
found stranded on Miura Beach (35°10′51″N, 139°39′18″E) at 
Minami Shimoura-cho, Miura City, Kanagawa Prefecture, Japan, 
on 25 February 2022. This individual represents the first strand-
ing record of M. alexandrini in Japan and the third record of this 
species from Kanagawa Prefecture. It was estimated that the 
ocean current (at a depth of 50 m) around the stranding site on 
the day before and on the day of the stranding of this individual 
flowed from the open ocean toward the inner bay, and the wind 
was not strong but was blowing toward the shore. The sea sur-
face temperature around the stranding site on the day before and 
the day of the stranding of this individual was 14–15°C. It was 
considered that this individual, which entered the bay from the 
open sea, weakened during its stay in the low water temperature 
environment, and then flowed towards shore and was stranded.
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 Abstract

ウシマンボウ Mola alexandrini (Ranzani, 1839) は，世

界中の温帯・熱帯海域に分布し，全長 3 m以上，体重

2 t以上にもなるフグ目マンボウ科 Molidaeの魚類であ

る（Sawai et al., 2017, 2020）．本種は同属のマンボウ Mola 

mola (Linnaeus, 1758)やカクレマンボウMola tecta Nyegaard 

et al., 2017より温かい水温を好む傾向が知られ（澤井ほか，

2011; Nyegaard et al., 2018），海流に逆らって約 8ヶ月で台

湾からニューカレドニアに移動した記録もある活発な遊泳

者である（Chang et al., 2021）．

日本近海におけるウシマンボウは北海道（例えば，澤

井ほか，2020）から沖縄（例えば，Sawai and Yamada, 

2019）まで散発的に記録されているが，漁獲自体は稀であ

る（澤井ほか，2011）．また，本種はマンボウと混同され

ることも多いため，継続的な出現情報の収集が求められて

いる．

このたび，2022年 2月に．神奈川県の三浦海岸にウシ

マンボウが座礁した．日本国内におけるウシマンボウの座

礁はこれまで知見がなく，貴重な情報と考えられたため，

ここに報告する．

材料と方法
本研究に使用したウシマンボウ 1個体は，2022年 2月

25日に神奈川県三浦市南下浦町の三浦海岸（35°10′51″N, 

139°39′18″E）に座礁しているところを，地元の住人によっ

て発見された．本個体は第 2著者によって現場で観察され，

全長を計測された．また，本個体の写真（謝辞に記した情

報提供者の動画からの切り抜き画像も含む）からも外部形

態の観察を行った．本個体の種同定は先行研究（Sawai et 

al., 2017, 2020；澤井，2021b）にしたがった．本個体が座

礁した当日と前日の気象や海況は，気象庁（2022a–c）か

らデータを読み取った．

結果と考察
座礁当時の状況および種同定　日本国内におけるマン

ボウ属の座礁・打ち上げ・漂着は報告例が非常に少ないた

め（澤井，2021a），本研究で扱った個体を取り巻く当時の

現場の様子を詳細に記録する．座礁当日，6時 40分頃に

海岸を散歩中の地元住人が，本個体が座礁しているのを発

見し，地元警察に緊急通報した．その後，知人からこの情

報を得た第 2著者が 9時 20分頃に現場に駆け付けると，

本個体はまだ生きていたことから地元のサーファーらに

よって海の方に戻された後であった．この時は魚体自体を

確認できなかったが，その後再び座礁したとの連絡が入り，

11時頃に再び現場に駆け付けると，本個体は波打ち際で

横たわっていた（Fig. 1）．水中で波もあったため本個体の
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Fig. 1. An individual of Mola alexandrini (256 cm total length) was found stranded on Miura Beach at Minami Shimou-
ra-cho, Miura City, Kanagawa Prefecture, Japan, on 25 February 2022. A: whole body. B: posterior part of body. Arrows 
indicate taxonomic key characters (head bump, chin bump, and rounded clavus margin).
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詳細な調査は行えず，メジャーによる全長の計測と写真撮

影，外観の観察のみを行った．本個体は全長 256 cmであっ

た．簡単な調査を行っていると現場に来た新聞社，テレビ

局，警察などから取材を受けるが，12時頃に現場を後に

した．その後，本個体は死亡が確認され，海岸を管理する

神奈川県の依頼により，その日のうちに県土木事務所が委

託した業者のパワーショベルによって座礁現場近くの砂浜

に埋められた（Fig. 2）．

本個体は頭部と下顎下が隆起し（Fig. 1A；水中である

ため少し見え辛い），胸鰭後方の体表に盛り上がったシワ

がなく（Fig. 1A），舵鰭縁辺部に明瞭な波型がみられない

ことから（Fig. 1B），ウシマンボウと同定された（Sawai et 

Fig. 2. A state of burying an individual of Mola alexandrini (same individual as in Fig.1) stranded on Miura Beach with an excavator. 
Photographed by Kohta Kusunoki.
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al., 2017, 2020；澤井，2021b）．

国内で初めて確認されたウシマンボウの座礁　筆者ら
が知る限り，方法が明確に記されている国内におけるこれ

までのウシマンボウの記録は，定置網（相良ほか，2005；

吉田ほか，2005；澤井ほか，2009, 2014, 2015a, b, 2017, 

2019, 2020；石川県水産総合センター，2012；澤井・山野

上，2016; Sawai et al., 2017, 2018； 澤 井，2018, 2021b–d; 

Sawai and Nakamura, 2020）やドリフトフィッシング（Sawai 

and Yamada, 2019）による漁獲，有人潜水艇（Sawai and 

Yamada, 2019）や海に飛び込んで撮影した（南海日日新聞，

2020）水中での目撃であり，本種が座礁した記録はみあた

らない．そのため，本研究が日本におけるウシマンボウの

初めての座礁記録となる．

また，神奈川県におけるウシマンボウの記録は過去に 2

例（澤井・山野上，2016；澤井ほか，2019）しかないため，

本個体は神奈川県 3例目のウシマンボウの記録でもある．

加えて，先行研究の 2例は相模湾であるため，本個体は金

田湾における初めてのウシマンボウの記録となる．

座礁要因の推察　オマーン近海におけるウシマンボウ
の打ち上げ事例では，漁網に絡まったストレス，サメ類か

らの攻撃，怪我などに起因する移動の困難性，サンゴ礁へ

の衝突などが打ち上げ要因として推察されているが（Jawad 

et al., 2012），本研究で扱った個体には目立った外傷は確認

できなかった．

日本近海におけるマンボウやヤリマンボウ Masturus 

lanceolatus (Liénard, 1840) の 打 ち 上 げ 要 因 に つ い て

は，風による吹送流や海流，水温低下が関係して

いる可能性が示唆されている（例えば，澤井，2020, 

2021a）．そこで本研究では，本個体が座礁する前日（2022

年 2月 24日）と当日の風や海流，海面水温に着目した．

座礁場所に近い観測地点（三浦）の座礁前日から当日

の日平均風速は 2.1–3.1 m/s（前日夜から当日朝にかけての

風向は東北東～北北東），対岸に位置する観測地点（館山）

の座礁前日から当日の日平均風速は 2.3–2.5 m/s（前日夜か

ら当日朝にかけての風向は南東～南南東）であり（気象庁，

2022a），おそらく座礁現場も風速はそれほど強くないが，

風向は岸に向かって吹いていたものと推測された．また，

座礁前日から当日にかけて，水深 50 m地点の海流は外洋

から内湾に向かう流れであった（気象庁，2022c）．

本個体が座礁した前日と当日の座礁現場周辺の海面水

温は 14–15°Cであった（気象庁，2022b）．日本近海でこ

れまでに知られているウシマンボウの出現海面水温範囲

と比較すると，太平洋側（16–25°C）（澤井ほか，2011, 

2014, 2015a, 2019, 2020； 澤 井・ 山 野 上，2016； 澤 井，

2018, 2021b, c; Sawai and Yamada, 2019）よりやや低かった

が，日本海側の範囲（10–20°C）（澤井ほか，2017；澤井，

2021d）には入った．海外の知見は非常に少ないが，オー

ストラリア・ニュージーランド海域における本種の出現

海面水温範囲は 16.2–26.9°Cであり，本研究の方がやや低

かった．本種はタグ付けされたバイオロギングの研究によ

り，水面から水深 1112 mまで鉛直移動し，4.5–34.1°Cの

幅広い経験水温が報告されている（例えば，Chang et al., 

2021）．Chang et al. (2021)のウシマンボウの鉛直移動の図

を見ると，15°C以下の水温帯で数時間過ごしている日も

あるが，必ず 1日 1回は 15°C以上の温かい水温帯に上昇

していることが見て取れる（特に夜間）．一日のうちに低

い水温帯からより高い水温帯に上昇する行動は，筋肉（体

温）を温めるため，酸素不足を解消するためと考えられ

ている（Chang et al., 2021）．これを考えると，海面水温が

14–15°Cで，それ以上水温が上がらない環境だった本個体

の座礁現場周辺は，温かい海域を好むウシマンボウ（例え

ば，Nyegaard et al., 2018）にとって厳しい環境だったので

はないかと思われる．本個体がサーファーらによって一度

海に運ばれたにも関わらず再び座礁したのは，低水温環境

下に長時間滞在したことにより体が冷えすぎて動きが鈍く

なり，岸に向かう波や流れに抗うことができなかった可能

性が考えられる．

以上より，本個体は外洋から内湾に向かう海流ととも

に金田湾に入ったものの，低水温環境下に長期滞在したこ

とで弱体化し，吹送流など岸に向かう流れに抗うことがで

きなかったことが座礁要因の一つの可能性として考えられ

た．日本近海に出現するウシマンボウの生態を明らかにす

るためには，座礁情報も含め，さらなる調査が求められる．
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